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‡：このマークが付してある著作物は、第三者が有する著作物ですので、同著作物
の再使用、同著作物の二次的著作物の創作等については、著作権者より直接使用
許諾を得る必要があります。 



Ⅰ文字史料（文献史料） 
 ①文書：差出者から受取者への意思伝達を行うもの 
 ②記録：日記など、記述者の心覚えのために作成されたもの 
 ③編著（典籍）：歴史編纂物など、不特定の読者に対して作  
成されたもの 

 
Ⅱ非文字史料 
 ⅰ）物的史料 
 ①画像史料：絵巻、絵図・地図、写真ほか 
 ②考古（モノ）史料：考古遺物、遺跡、民具など 
 ③録音史料：レコード.磁気テープなど 
 ④映像史料：フィルムなど      ※電子データは？ 
 ⅱ）非物的史料 
 遺習史料：口碑伝説・風俗習慣など 
 
（参照：笠谷和比古論文、『史料の整理と管理』岩波書店、1988年） 



 
  
○歴史研究の基礎：史料調査・収集／翻刻・解読／史料
批判⇒史料分析 

  
○史料調査を体験してみよう！ 
   事例）年貢半減令の話（1868年） 
 
 
 
 
      ときは1868年１月 
      戊辰戦争の真っ最中‥ 
  
 



１
月
３
～
４
日 

鳥
羽
伏
見
戦
争 

旧幕軍は敗退し、大坂へ敗走 

徳川慶喜は開陽丸で江戸へ逃れ、 

新政府は西国平定・東征をめざします 

‡ 

東京大学史料編纂所所蔵 



この時期の岡山藩池田家の記
録が岡山大学にあります 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



撮影史料をくってみると、こんな記事が出てきました 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



さあ、読んでみましょう 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



但し書きは、いわゆる年貢半減令です 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



おもしろいのは、 

もう一冊の記録から 

こんな史料が出てきたことです 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



約２週間後のものですが、同じような文章です 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



でも但し書きには、年貢半減が出てきません    いったいどうしたのでしょうか？ 

‡ 

岡山大学図書館所蔵 



京都太政官政府の内部史料です 

答えはここにありました  現在史料編纂所が所蔵する史料です 
‡ 

東京大学史料編纂所所蔵 



これを見れば一目瞭然、14日の年貢半減を朱書で訂
正したあとがそのまま残っていました！ 

‡ 

東京大学史料編纂所所蔵 



つまり、こんな感じ 

年貢半減は、政府内でひそかに
撤回されていたわけです 

 

宮地正人「復古記原史料の基礎的
研究」より 

‡ 

東京大学史料編纂所所蔵 

著作権処理の都合で、 
 

この場所に挿入されてい
た 
 

宮地正人「復古記原史料
の基礎的研究」 

 
を省略させていただきま

す。 



 
  
○歴史研究の基礎：史料調査・収集／翻刻・解読／史料
批判⇒史料分析 

  
○史料調査を体験してみよう！ 
   事例）年貢半減令の話（1868年） 
  
○史料大国ニッポン／残存史料は世界屈指？ 
 日本の「古文書」（1600年以前）は約30万点 
 近世以降は？？ 
  
 前近代日本史史料の調査・収集、研究、編纂・出版（公開）をおこ
なう研究機関＝東京大学史料編纂所 
 



○修史事業のはじまり 
  和学講談所（1793）の事業を継承 
  1869年 太政官に史料編輯国史校正局 
      （史局＝三条実美総裁）を設置 
  1872年 歴史課を設置 
  1875年 修史局に拡大改組 
      →その後修史館に縮小 
  1888年 基礎研究機関として内閣臨時修史局を 
      帝国大学に移管、翌年国史科創設 
 
  
  



  

明
治
天
皇
御
沙
汰
書 

‡ 

東京大学史料編纂所ウェブページより転載 



○修史事業のはじまり 
  和学講談所（1793）の事業を継承 
  1869年 太政官に史料編輯国史校正局 
      （史局＝三条実美総裁）を設置 
  1872年 歴史課を設置 
  1875年 修史局に拡大改組 
      →その後修史館に縮小 
  1888年 基礎研究機関として内閣臨時修史局を 
      帝国大学に移管、翌年国史科創設 
 
 明治期の編纂事業： 
       
   『復古記』編纂と復古記原史料 
          ―年貢半減令の話（その2） 
  



『復古記』 

正月14日条 

典
拠
は
大
名
家
か
ら
提
出
さ
せ
た
「家
記
」 

年
貢
半
減
を
含
む
布
告 



『復古記』 

正月27日条 

年
貢
半
減
を
含
ま
な
い
布
告 



『復古記』 

正月27日条 

前
記
十
四
日
御
達
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の
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い
か
が
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候
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右
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成
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御
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有
り
候
、 

 

○
こ
れ
は
、
明
治
10
年
の
岡
山
池
田
家
へ
の
照
会
に

基
づ
い
て
注
記
し
て
い
る
（家
記
附
録
）。 

年
貢
半
減
を
含
ま
な
い
布
告
（続
き
） 



太政官政府 

復古記原史料 

Ｍ８東京
移動 

諸藩 

（岡山池田家） 

復古記編纂 Ｍ６家記
編纂提出 

 内容照会 

家記 



○正史編纂から史料集編纂へ事業の転回 
  1892年 久米邦武筆禍事件「神道は祭天の古俗」 
  1893年 帝国大学の史誌編纂事業は廃止 
  1895年 文科大学内に史料編纂掛設置 
      →戦後附置研究所へ 
  

 

重
野
安
繹 

久
米
邦
武 

‡ 

国会図書館ウェブページより転載 
http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/98_1.html(2010/02/04) 

Wikipediaより転載 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E7%B1%B3%E9%82%A6%E6%

AD%A6(2010/02/04) 



○正史編纂から史料集編纂へ事業の転回 
  1892年 久米邦武筆禍事件 
  1893年 帝国大学の史誌編纂事業は廃止 
  1895年 文科大学内に史料編纂掛設置 
      →戦後附置研究所へ 
  
この間も南北朝正閏論問題、皇国史観との拮抗など、
国家とアカデミズムのはざまで史料にもとづく実
証主義研究を維持 

  
○蓄積された財産＝膨大な複製史料（複本） 
 ：影写・謄写／マイクロ／デジタル 
  どんなものだろうか？ 

 



○正史編纂から史料集編纂へ事業の転回 
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      →戦後附置研究所へ 
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‡ 

国会図書館ウェブページより転載 

http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/98_1.html(2010/02/04) 
Wikipediaより転載 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%85%E7%B1%B3%E9%82%A6%E6%

AD%A6(2010/02/04) 



○正史編纂から史料集編纂へ事業の転回 
  1892年 久米邦武筆禍事件 
  1893年 帝国大学の史誌編纂事業は廃止 
  1895年 文科大学内に史料編纂掛設置 
      →戦後附置研究所へ 
  
この間も南北朝正閏論問題、皇国史観との拮抗など、
国家とアカデミズムのはざまで史料にもとづく実
証主義研究を維持 

  
○蓄積された財産＝膨大な複製史料（複本） 
 ：影写・謄写／マイクロ／デジタル 
  どんなものだろうか？ 

 



入来院文書（原本）    

‡ 

東京大学史料編纂所ウェブページより転載 



入来院文書（原本）    

入来院文書（影写）    

近藤成一先生のご教示による 

‡ 

‡ 

東京大学史料編纂所ウェブページより転載 



 ●図書（版本を含む） 168,254冊（和漢書161,943冊・洋
書6,311冊）  

 ●史料（原本・写本類）195,410点（国宝1 件、重要文化
財13 件を含む）  

 ●本所作成の複成本110,329点（影写本7,105冊・謄写本
22,705冊・写真帳39,388冊・台紙付写真23,222点・模写
・拓本3,589点・稿本9,845冊ほか）  

 ●フィルム類 64,242点（マイクロフィルム48,018リー
ル・シートフィルム7,224タイトル・乾板9,000枚ほか。
） 



○大日本史料   
 古代（六国史以降）～江戸時代初期を12期に分けて編纂 
  編年・綱文（事件名）を立てて関係史料を網羅 
  13編以降は編年データベースでカバー 
○大日本古文書  
 コレクションのかたまりごとに類纂（家分け文書など） 
○大日本古記録  
 個人の日記翻刻 
 
  編纂の実例）『大日本古文書』幕末外国関係文書    
  ペリー来航以後、文書名をつけて編年、場合により 
  一件史料を添付 
  中心は書翰往復と応接記録（対話書） 
  外務省引継本（旧外国奉行所史料）／国内収集資料／ 
  海外収集史料 
 







表
題 

標出           傍注 

典拠 

附収文書 



1000冊を超える日本史の基幹史料集を 

これまでに編纂・出版 



○コンピュータの利用とウェブ公開  

   目録系データベース 

   テキスト系データベース 

   画像（史料画像）系データベース 

   辞書・道具系データベース 

 

○デジタル化の急速な進展 

 



データ件数＝420万件、画像1460万件（うち
ＤＢに820万件）、月間500万のアクセス 



マイクロフィ
ルム撮影 

デジタル
画像化 

ボーンデジ
タル撮影 
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ー
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検索・閲
覧 



史
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調
査
・
収
集 

 

（
撮
影
） 

収
集
史
料
の
蓄
積 

データベース 

 編纂史料集 

閲覧 

公開 

出版 

公開 

ウェブ 

公開 

史料   複本作成      研究・編纂     出版・公開 

調査   ・デジタル化               ・発信            



○歴史情報研究の実験：歴史情報視覚化の
試み 

林譲先生を中
心とする荘園絵
図プロジェクト
の成果です 

‡ 

東京大学史料編纂所  基盤研究 (A) 
荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 



‡ 

東京大学史料編纂所  基盤研究 (A) 
荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 
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荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 
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‡ 

東京大学史料編纂所  基盤研究 (A) 
荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 





‡ 

東京大学史料編纂所  基盤研究 (A) 
荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 



‡ 

東京大学史料編纂所  基盤研究 (A) 
荘園絵図の史料学とデジタル画像解析の発展的研究（2004 年度～2007 年度） 



現在は立体図面化
にも取り組んでいま
す 

‡ ‡ 

‡ 

東京大学史料編纂所ウェブページより転載 



「人物史データ可視化システム」の 

開発：赤石美奈先生 

視覚的表現による、対象データの俯瞰 

 

歴史学において常識と思われていた事柄を 

検証するツールとして 

 

新しい仮説の発見を支援するツールとして 
     
           赤石美奈「人物史データ可視化システム」より 



従五位上 

上総介 

従五位上 

土佐守 

従五位上 

右兵衛権佐 

従五位上 

右少将 

正四位下 

参議 

正四位下 

右中将 

1160 1170 1180 1190 



50 

源雅賢 

実際の位階 



51 

年 
藤原公時 源雅賢 



52 



○データベースを実際に引いてみよう！ 

 

「天璋院篤姫」の場合：画像・モノ・多様
な史料群と謎解きへの挑戦 

 

 

 

 

     風刺錦絵の世界へ 

 



‡ 

©日本放送協会 



Wikipediaより転載 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AF%A4%E5%A7%AB(2010/02/04) 










































